




要約:当支所管内は、高齢化が進んでいるなかで、若い母親は、近郊の誘致企業に就労し家

計をささえている。一方、家族の形態は三世代で、乳幼児健診には主に母親が参加してい

るが、日中保育している祖父母への遠慮、また逆に祖父母が嫁に遠慮する等、育児に対す

る意見の食い違いがあり、微症状「ちょっと気になる子」は幼児教室へ勧奨しても参加し

ない。幼児教室参加者をみても障害のはっきりしない子の保護者への働きかけがむずかし

い。以上のことから、育児に係わる人々の「気ずき」のチャンスの場づくりとして、I 町

に「赤ちゃん教室」を開催し、また同町の乳幼児健診の結果の見直しをあわせて行い、家

族の育児参加の問題点(現状）について検討した。 


